
　セイコーホールディ
ングス㈱（代表取締役
会長兼グループCEO
兼グループCCO：服部
真二）は、10月1日付
で、商号を「セイコーグ
ループ株式会社（英
文：SEIKO GROUP
CORPORATION）」
に変更すると5月10日
付で発表。なお、6月
29日に開催予定の株
主総会での決議案件
となる。
　変更の経緯として
は、同社グループを取
り巻く経営環境は急激に変化し、グ
ループの総合力を強化・発展させる体
制構築が急務となっている。こうした
状況のもと、各事業の経営管理を主体
とした持株会社体制から、各事業で保
有する経営資源の相互活用、イノベー
ション創発の支援を強化する持株会
社体制への変革を企図し、セイコー

ホールディングス㈱
から「セイコーグルー
プ㈱」への変更を行
う、とした。
　また、これまで各
事業会社がそれぞれ
のセグメントの中で
事業を拡張し、持株
会 社である「セイ
コーホールディング
ス㈱」が各事業を
「束ねる」経営を行っ
てきたが、今後は各
事業がシナジーを発
揮し新たな価値を創
出するために、「セイ

コーグループ㈱」を中心に、いわば水
平に「つながる」経営体制へと移行す
る。あわせて、役員体制についても新し
いグループ経営に適した構成に変更
する。6月29日付の新役員体制は、主
要なコーポレート機能の責任者と主
要事業会社の代表取締役社長で構成
し、グループの成長と最適な経営方針

を迅速に策定・実行する体制とすると
説明している。

7月1日に新会社を設立し
新事業開発
「セイコーフューチャークリエー
ション株式会社（仮称）」

　またセイコーHは、7月1日付で、グ
ループ全体の研究開発及び生産技術
開発、事業サポートならびにグループ
横断の新事業開発を主たる機能とす
る同社グループ100％出資（直接・間
接保有含む）の子会社「（仮称）セイ
コーフューチャークリエーション株式
会社」を設立すると発表した。
　同社は、創業150周年を迎える
2031年のありたい姿としてグループ
10年ビジョン「アナログとデジタルの
シナジーにより世界中の人・モノ・時を
つなぐ製品・サービスを創造し、サス
ティナブルな社会に貢献するソリュー
ションを提供する」を制定し、その実現

に向け、中間地点である2026年度を
最終年度とする5か年の第8次中期経
営計画「SMILE145」をバックキャス
ティングで策定した。「SMILE145」に
掲げる成長戦略の推進にあたりグ
ループ横断での技術・新事業開発を
中長期的な視点かつ機動性を持って
遂行するため、グループの開発系リ
ソースを新会社に配置し、新会社をグ
ループの開発基盤として、各戦略ドメ
インとの協働体制の強化、将来動向な
どのリサーチ機能・不足要素獲得の外
部連携の促進、将来に向けた開発系
人材の獲得・育成などにより、「SMILE
145」をグループ一丸となって推進して
いく、としている。
　なお、新会社は、同社の研究開発及
び生産技術開発機能を同社子会社
（セイコーアイテクノリサーチ㈱）が会
社分割（吸収分割）の形式により承継
し、その後、同社が7月1日付で「（仮
称）セイコーフューチャークリエーショ
ン㈱」に社名変更する再編により設立
する、と説明した。

　最先端テクノロジー企業Sar ine 
Technologiesグループと時計美術宝飾
新聞社の共同で、ジュエリー・ダイヤモン
ド業界ウェビナーを6月22日15時30分
からの1時間、老舗ジュエリーメゾン「ブ
シュロン」、ダイヤモンドテクノロジー「サ
リネ」、ダイヤモンドブローカー「ボナス」、
ダイヤモンド輸入卸「東京真珠」の業界

リーダー4社をパネリストに、「ジャパンプ
レシャス」をモデレーターとして、世界の
業界リーダーが先駆的なダイヤモンドト
レーサビリティソリューションでダイヤモ
ンド取引をどのように変革しているのか、
これらの新しいテクノロジーが小売業者
と消費者にどのように利益をもたらして
いるのか、ダイヤモンドのトレーサビリ
ティが企業のブランディングと信頼性に
どう密接に関連しているのかを紐解く。
　今の時代、ラグジュアリー商品は単な
るファンタジー、希少性、美しさ以上のも
の。宝石の中でもダイヤモンドはそのス
テータスゆえに、さらに高い基準を求め
られている。全てのダイヤモンドにはス
トーリーがあるが、近年ではその流通の
機能に変化が
生じている。消
費者がより知
識を得て要求
が厳しくなるに
つれて、ダイヤ

モンド流通の下流で必要な時に必要な
商品を消費者に提供したいという圧力
が高まってきている。オンラインとショッ
ピングチャネルの急増は、小売業者が顧
客の要求をただ待って見ている余裕が
ないことを意味している。ターゲット市場
の変化と傾向、需要をしっかりと認識し、
リアルタイムで市場に合った商品を提供

する必要
がある。
　このウェ
ビナーで
は、専門家
のパネリス
トたちが、
ダイヤモン

ドトレーサビリティが現在のラグジュア
リー市場にとって重要である理由と、小
売業者が消費者の信頼を高め、ダイヤ
モンド購入体験を高めるための革新的
なソリューションについての洞察を共有
し、この難しい時代のダイヤモンドジュエ
リー販売の改善について協議する。
　参加申し込みは下記QRコードから。

　3Dプリンターやレー
ザー機器、世界の工具や
最新機器、作業工具など
で“モノ作り”をサポート
するシーフォース㈱が、昨
年夏に開催し好評だった
「夏祭り」を7月28日～31
日の4日間、シーフォース
東京本社で開催する。時
間は10時～19時。
　メーカーから職人まで
集まる大型機器の工場見

学ツアーをはじめ、ものづくり体験、大人
から子どもまで楽しめるゲームや焼きそ
ばなどの縁日も実施予定。工具や機器
の大特価福袋（セール）も見逃せない。

　GIA（米国宝石学協会）が、2025年
までに全ての紙ベースのレポートをデ
ジタル形式にし、消費者保護を強化す
ると発表。これにより、年間20トンの紙

と18.5トンの
プラスチックを
節約すること
で、輸送関連
の炭素排出量
を削減できる
としている。

　2023年1月にはより安
全で便利な新しいGIAア
プリによるデジタルレポー
ト「dig i t a l G IA D ia -
mond Dos s i e r」をス
タートさせ、消費者に信

頼できるダイヤ
モンド情報を
提供するとし、
JCKラスベガ
スショーで披
露した。

　さらに、新しいGIAアプリとシームレ
スにペアリングするように設計された
GIA Match iDは、ダイヤモンドのイン
スクリプション（ガードル刻印）画像を
キャプチャし、独自の人工知能（AI）技
術を使用してダイヤモンドをGIAデジタ
ルレポートに安全にリンクさせるという。
　GIAは、業界をリードする研究、製品
開発、グレーディングの専門知識を独
自に組み合わせ、AIとクラウド技術の
力を最大限に活用していく。この組み

合わせは、世界中の宝石やジュエリー
業界で大切なクライアントに、より良い
サービスを提供する能力が強化される
ことを意味している。
　GIAシニアバイスプレジデント兼最
高執行責任者のプリティッシュ・パテ
ル氏は「私たちのAI技術は偽造インス
クリプションを識別できる」と説明し、
「変更の有無を確認でき、誰かが（元
のグレードダイヤモンドと同じ仕様に）
ダイヤモンドをカットしても、マシンは
AIによる画像認識により、同じダイヤ
モンドか否かを判別する十分な能力
がある」としている。
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ブシュロンをはじめとした
業界リーダーたちによる
パネルディスカッション

「トレーサビリティはダイヤモンド業界をどう変革するのか」
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